
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を

受
賞
し
て

特 別
寄 稿

元 JICA 海外派遣専門家

安間  繁樹
（やすま・しげき）

ボ
ル
ネ
オ
島
と
西
表
島
を
長
年
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
て
い
る
安
間
繁
樹
さ
ん
（
哺
乳

動
物
生
態
学
専
攻
）
が
、
昨
年
末
、
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
安
間
さ

ん
は
ま
だ
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
頃
、
本
誌
に
ボ
ル
ネ
オ
か
ら
郵
便
で
熱
帯

雨
林
の
環
境
に
つ
い
て
、
い
ち
早
く
情
報
を
伝
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
山
岳
賞
受

賞
を
機
に
、
ボ
ル
ネ
オ
の
現
状
を
報
告
願
い
ま
し
た
（
写
真
提
供
：
著
者
）。
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日
本
山
岳
会
は
一
九
〇
五
年
創
立
、
日
本

の
山
岳
界
に
お
い
て
最
も
規
模
が
大
き
い

団
体
で
あ
る
。
年
に
一
度
の
晩
餐
会
が
、
昨

年
は
一
二
月
七
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
出
席
者
五
〇
〇
名
、
会
員
で
も
あ

る
天
皇
陛
下
も
臨
席
さ
れ
た
。
晩
餐
会
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
は
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
の
授

賞
式
で
あ
る
。
本
賞
は
、
山
に
つ
い
て
ご
造

詣
の
深
か
っ
た
故
秩
父
宮
殿
下
及
び
同
妃

殿
下
の
事
跡
を
永
く
記
念
す
る
た
め
、
山
に

関
連
す
る
顕
著
な
活
動
ま
た
は
業
績
に
た

い
し
て
こ
れ
を
表
彰
し
、
も
っ
て
登
山
活
動

ネ
イ
、マ
レ
ー
シ
ア・

サ
バ
と
、
ボ
ル
ネ

オ
島
内
で
生
活
し
、

動
物
の
調
査
研
究

と
若
手
研
究
者
の

育
成
に
携
わ
っ
て

き
た
。
こ
の
間
、

『
原
子
力
文
化
』
に

は
一
九
八
九
年
か

ら
五
年
間
「
カ
リ

マ
ン
タ
ン
通
信
」

を
連
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
後

も
折
に
つ
け
ボ
ル

ネ
オ
島
の
現
状
を

報
告
し
て
き
た
。

記
事
は
二
〇
一
〇
年

が
最
後
だ
っ
た
が
、

今
回
の
受
賞
を
機

に
、
そ
の
後
の
ボ

ル
ネ
オ
島
に
つ
い

て
報
告
し
た
い
。

の
奨
励
と
山
岳
関
連
諸
文
化
の
高
揚
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
一
〇
年
度
に

創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
一
回
に
あ

た
る
昨
年
は
、「
熱
帯
雨
林
に
お
け
る
長
年

に
わ
た
る
動
物
生
態
調
査
、
及
び
西
表
島
の

峰
と
谷
の
踏
破
の
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
」
が

評
価
さ
れ
、
私
が
受
賞
の
栄
誉
を
賜
っ
た
。

私
が
初
め
て
ボ
ル
ネ
オ
島
を
訪
ね
た
の

は
一
九
八
五
年
だ
っ
た
が
、
翌
一
九
八
六
年

か
ら
は
国
際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）
の
専

門
家
と
し
て
足
か
け
二
五
年
間
、
満
一
六
年

を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
カ
リ
マ
ン
タ
ン
、
ブ
ル

●アジアゾウ。深い森林に棲む動物だが、最近は農園にも出没する
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◇
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
も
の

第
四
紀
氷
河
時
代
は
約
二
六
○
万
年
前

に
始
ま
り
、
現
在
も
続
い
て
い
る
。
氷
河
時

代
は
「
高
緯
度
か
ら
中
緯
度
に
わ
た
る
広
大

な
地
域
が
氷
床
に
覆
わ
れ
る
寒
冷
な
氷
期
」

と
、「
北
極
と
南
極
に
の
み
氷
床
が
見
ら
れ

る
比
較
的
温
暖
な
間
氷
期
」
と
が
あ
る
。
氷

期
と
間
氷
期
は
四
万
年
か
ら
一
〇
万
年
の

周
期
で
繰
り
返
さ
れ
る
。
現
在
の
地
球
は
最

後
の
氷
期
か
ら
約
一
万
年
を
経
た
間
氷
期

に
あ
る
。
私
が
学
生
だ
っ
た
五
〇
年
前
、
地

球
は
寒
冷
化
し
て
い
る
と
教
え
ら
れ
た
。
し

か
し
こ
の
説
は
科
学
的
根
拠
に
欠
け
、
蓄
積

さ
れ
た
資
料
か
ら
は
、
逆
に
温
暖
化
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
地
球
の
平
均

気
温
は
一
九
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
の

一
〇
〇
年
間
で
〇･

七
四
度
上
昇
。
特
に

二
〇
世
紀
後
半
以
降
、
加
速
傾
向
に
あ
る
。

昨
年
一
二
月
二
三
日
、
日
本
の
年
平
均
気

温
が
発
表
さ
れ
た
が
、
二
〇
一
九
年
は
一
八

九
八
年
の
統
計
開
始
以
来
の
最
も
高
い
値

を
記
録
し
た
。
台
風
は
二
九
個
発
生
、
一
五

個
が
接
近
、
五
個
が
上
陸
。
そ
れ
ぞ
れ
例
年

の
数
値
、
二
五･

六
個
、
一
一･

四
個
、

二･

七
個
を
上
回
っ
た
。
こ
れ
も
地
球
温

暖
化
の
影
響
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
地
球
温

暖
化
は
太
陽
活
動
の
影
響
、
宇
宙
線
の
影

響
、
地
球
内
部
の
活
動
、
磁
気
圏
の
活
動
な

ど
が
原
因
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
人
間
の
産

業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
た
二
酸
化
炭

素
や
メ
タ
ン
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
影

響
量
が
主
因
と
な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て

い
る
と
す
る
説
が
主
流
で
あ
る
。

◇
ボ
ル
ネ
オ
島
の
現
状

ボ
ル
ネ
オ
島
の
朝
は
深
い
霧
に
包
ま
れ

て
い
る
。
一
〇
メ
ー
ト
ル
先
も
霞
ん
で
し
ま

う
よ
う
な
深
い
霧
だ
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
一

〇
年
頃
か
ら
霧
の
日
が
急
速
に
少
な
く
な

っ
て
き
た
。
大
き
な
森
が
残
る
ダ
ヌ
ム
バ
レ

ー
や
デ
ラ
マ
コ
ッ
ト
保
存
林
で
は
ま
だ
し

も
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
広
が
る
河
川
の
中

流
域
か
ら
下
流
域
で
は
、
一
週
間
程
度
の
滞

在
で
は
霧
が
見
ら
れ
る
朝
は
な
い
。
何
が
起

こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
温
暖
化
の
影
響
か

も
し
れ
な
い
が
、
私
は
身
近
な
森
林
の
消
失

が
直
接
の
原
因
だ
と
考
え
て
い
る
。
日
本
の

二
倍
の
面
積
が
あ
る
ボ
ル
ネ
オ
島
。
し
か

も
、
平
均
樹
高
が
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る

巨
大
な
森
林
が
消
え
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
、

地
球
温
暖
化
に

加
担
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か

と
さ
え
思
え
て

く
る
。

ボ
ル
ネ
オ
島

は
、
か
つ
て
は

島
の
ほ
と
ん
ど

が
森
林
に
覆
わ

れ
て
い
た
。
そ

の
七
〇
パ
ー
セ

ン
ト
が
低
地
混

交
フ
タ
バ
ガ
キ

林
（
熱
帯
多
雨

林
）
で
あ
り
、

ア
ジ
ア
で
は
も

っ
と
も
大
き
な

森
林
で
あ
っ

た
。
ボ
ル
ネ
オ

島
の
大
規
模
森

林
伐
採
は
一
九

五
○
年
代
に
始

ま
っ
た
。
そ
れ

は
第
二
次
世
界

大
戦
か
ら
の
復

●深い朝霧。最近は霧そのものが少なくなっている
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二
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
低
下
し
た
。
そ
ん

な
ボ
ル
ネ
オ
島
に
現
れ
た
「
救
世
主
」
が
ア

ブ
ラ
ヤ
シ
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
二
〇
一
七

年
の
資
料
に
よ
る
と
、
栽
培
面
積
は
サ
バ
州

一･

五
四
万
平
方
キ
ロ
、
サ
ラ
ワ
ク
州
一･

五
六
万
平
方
キ
ロ
。
統
計
の
あ
る
一
九
七
五

年
か
ら
の
四
二
年
間
で
そ
れ
ぞ
れ
二
六･

二
倍
、
一
一
一
倍
の
面
積
に
拡
大
し
、
ボ
ル

ネ
オ
島
最
大
の
産
業
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
て
、
伐
っ
て
も
、
伐
っ
て
も
伐
り
つ
く
せ

な
い
し
、
成
長
し
続
け
る
と
信
じ
ら
れ
て
き

た
フ
タ
バ
ガ
キ
林
が
消
滅
し
た
。
現
在
あ
る

比
較
的
良
い
森
林
は
林
業
局
の
管
理
下
に

あ
る
保
護
林
、
保
存
林
だ
が
、
そ
れ
と
て
択

伐
後
の
二
次
林
で
あ
る
。

飛
行
機
か
ら
見
る
果
て
し
な
く
広
が
る

濃
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
、
そ
の
正
体
は
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
農
園
だ
。
そ
れ
を
熱
帯
雨
林
だ
と
勘
違

い
し
て
い
る
人
も
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま

た
、
初
め
て
ボ
ル
ネ
オ
島
の
保
護
林
を
訪
ね

る
旅
行
者
、
さ
ら
に
は
一
部
の
研
究
者
ま

で
、
森
林
の
巨
大
さ
に
感
嘆
し
て
い
る
。 

　

し
か
し
、
単
に
昔
を
知
ら
な
い
だ
け
で
、

原
生
林
を
見
て
来
た
私
に
と
っ
て
は
、
な
ん

だ
か
空
し
く
映
っ
て
く
る
。
も
は
や
原
生
の

興
と
ア
ジ
ア
諸

国
の
相
次
ぐ
独

立
が
引
き
起
こ

し
た
も
の
だ
。

当
時
は
林
業
以

外
め
ぼ
し
い
産

業
は
少
な
く
、

林
業
は
総
生
産

に
お
い
て
大
き

な
比
率
を
占
め

続
け
た
。
例
え

ば
一
九
八
七
年

に
は
サ
バ
州
政

府
歳
入
総
額
の

七
一
パ
ー
セ
ン

ト
に
達
し
て
い

る
。
し
か
し
、

森
林
資
源
が
無

限
に
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。

一
九
九
〇
年
頃

か
ら
マ
イ
ナ
ス

成
長
に
転
じ
、

一
九
九
四
年
に

は
歳
入
総
額
の

熱
帯
雨
林
は
ボ
ル
ネ
オ
島
に
な
い
の
だ
。
植

林
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
保
護
林

内
で
の
実
験
的
な
規
模
に
過
ぎ
ず
、
森
林
再

生
と
は
程
遠
い
レ
ベ
ル
だ
。
ま
た
、
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
に
関
し
て
も
品
種
改
良
や
大
規
模
な

火
入
れ
の
禁
止
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
試

み
も
進
ん
で
い
る
。
自
然
保
護
の
気
運
も
高

ま
り
、
努
力
を
続
け
る
人
々
や
企
業
も
存
在

し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
の
拡
大
が
す
ご
す
ぎ
る
。
国
策
で
あ
り
今

考
え
ら
れ
る
ベ
ス
ト
な
産
業
だ
か
ら
、
し
ば

ら
く
は
止
ま
る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
。

ボ
ル
ネ
オ
島
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い

く
の
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
都
市
部
は
日
本

の
地
方
都
市
と
似
た
繁
栄
し
た
も
の
に
な
る

だ
ろ
う
。
街
道
沿
い
の
市
町
村
も
同
様
の
外

観
に
な
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
地
方
で
は
過
疎

が
進
む
が
、
何
十
年
か
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
農

園
が
広
が
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ア

ブ
ラ
ヤ
シ
の
輪
作
が
限
界
に
来
た
時
、
は
た

し
て
、
ボ
ル
ネ
オ
の
大
地
は
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
か
。
今
、
残
っ
て
い
る
比
較
的
良
い
保

護
林
・
保
存
林
が
、
自
力
で
森
林
を
再
生
・

拡
大
す
る
潜
在
能
力
を
も
っ
て
い
て
く
れ
る

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

●果てしなく広がるアブラヤシ農園


